
登別市駐車場条例

（趣旨）

第１条 この条例は、駐車場法（昭和３２年法律第１０６号）の規定に基づ

き、本市が設置する路外駐車場（以下「駐車場」という。）の管理及び駐

車料金等について必要な事項を定めるものする。

（名称及び位置）

第２条 駐車場の名称及び位置は、次のとおりとする。

（供用時間）

第３条 駐車場の供用時間は、午前零時から午後１２時までとする。ただ

し、市長は、駐車場の管理上必要があると認めるときは、供用時間を変更

することができる。

（駐車場を使用することができる自動車）

第４条 駐車場を使用することができる自動車は、道路運送車両法施行規則

（昭和２６年運輸省令第７４号）別表第１に掲げる普通自動車、小型自動

車及び軽自動車のうち、二輪自動車以外のもので、１の区画内に適正な乗

降スペースを確保して駐車することができる大きさのものとする。ただ

し、市長が特に必要と認めた場合は、この限りでない。

（使用形態）

第５条 駐車場の使用形態は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定

めるところによる。

（１）一般駐車 １日を単位として駐車するものをいう。

（２）定期駐車 １月を単位として駐車するものをいう。

２ 前項第１号の１日とは、駐車場に入場した時刻から２４時間を経過する

までをいうものとし、２４時間に満たない場合は、１日とみなす。

３ 第１項第２号の１月とは、月の初日から末日までをいう。

（使用期間の制限）

第６条 一般駐車による駐車場の１回の使用期間は、駐車場に入場した日か

名称 位置

登別温泉駐車場 登別市登別温泉町１番地２６、１番地３２、

１番地３３、１番地３４



ら７日を限度とする。ただし、市長が特に必要と認めた場合は、この限り

でない。

２ 定期駐車による駐車場の使用期間は、第８条第２項の規定により許可さ

れた許可期間の初日の属する月から同月の属する年度の末月までを限度と

する。

（供用の休止等）

第７条 市長は、駐車場の補修その他管理上必要があると認めるときは、駐

車場の全部又は一部の供用を休止することができる。

２ 市長は、前項の規定により供用を休止しようとするときは、駐車場の見

やすい箇所にその旨を掲示するものとする。

（駐車料金等）

第８条 駐車場を使用する者は、別表に定める駐車料金（以下「料金」とい

う。）を納付しなければならない。

２ 定期駐車により駐車場を使用する者は、別に定めるところによりあらか

じめ市長の許可を受けなければならない。

３ 料金は、次の各号に掲げる駐車場の使用形態の区分に応じ、当該各号に

定める時期に徴収する。

（１）一般駐車 駐車場から自動車を出場させるとき。

（２）定期駐車 前項の規定による許可を受けるとき。

４ 前項の規定にかかわらず、市長が特に必要があると認めるときは、別に

定める方法により料金を徴収することができる。

（割増金）

第９条 市長は、偽りその他不正の行為により料金の徴収を免れた者から、

その免れた額のほか、その免れた額の２倍に相当する額を割増金として徴

収することができる。

（料金の不徴収）

第１０条 次の各号のいずれかに該当する自動車を駐車させる場合において

は、料金を徴収しない。

（１）道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）第３９条第１項に規定する

緊急自動車

（２）駐車場の付近において、国又は地方公共団体の職員が防疫、防災その



他緊急を要する公務を行うため使用する自動車

（３）前２号に掲げるもののほか、市長が特に必要と認める自動車

（料金の還付）

第１１条 既納の料金は、還付しない。ただし、市長が特に必要と認めると

きは、その全部又は一部を還付することができる。

（駐車の拒否）

第１２条 市長は、駐車場が満車である場合は自動車の入場を停止するほ

か、次の各号のいずれかに該当する場合においては、駐車を拒否すること

ができる。

（１）発火性又は引火性の物品を積載しているとき。

（２）駐車場の施設、設備等若しくは駐車中の他の自動車を損傷し、又は汚

損するおそれのあるとき。

（３）前２号に掲げる場合のほか、駐車場の管理に支障があると認めると

き。

（禁止行為）

第１３条 駐車場においては、次に掲げる行為をしてはならない。

（１）職員の指示又は標識に従わないで自動車を駐車すること。

（２）他の自動車の駐車を妨げること。

（３）駐車場の施設、設備等若しくは駐車中の他の自動車を損傷し、又は汚

損するおそれのある行為をすること。

（４）許可なく飲食物その他物品を販売し、又は陳列すること。

（５）許可なく広告、宣伝物等の掲示若しくは配布又は看板、立て札等の設

置を行うこと。

（６）火気を使用し、又は騒音を発すること。

（７）前各号に掲げるもののほか、駐車場の管理に支障を及ぼすおそれのあ

る行為をすること。

２ 市長は、駐車場を使用する者が、前項各号のいずれかに該当する行為を

行っていると認めたときは、駐車場から自動車の出場を命ずることができ

る。

（駐車場内における損害の責任）

第１４条 駐車場における盗難、汚損、接触、衝突その他第三者の行為に起



因して生じた駐車場を使用した者の損害又は天災その他の不可抗力による

損害については、市長は一切その責めを負わない。

（損害賠償）

第１５条 駐車場の施設、設備等を毀損し、汚損し、又は滅失した者は、市

長が定めるところによりその損害を賠償しなければならない。ただし、市

長は、やむを得ない事由があると認めたときは、賠償額を減額し、又は免

除することができる。

（指定管理者による管理）

第１６条 市長は、駐車場の管理運営上必要があると認めるときは、指定管

理者（地方自治法(昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項に規

定する指定管理者をいう。以下同じ。）に駐車場の管理を行わせることが

できる。

２ 前項の規定により指定管理者に駐車場の管理を行わせる場合の当該指定

管理者が行う業務は、次に掲げる業務とする。

（１）駐車場の運営及び維持管理に関する業務（市長の権限に属する業務を

除く。）

（２）前号に掲げる業務に付随する業務

３ 第３条及び第４条、第６条及び第７条、第８条第２項、第１２条から第

１４条までの規定は、第１項の規定により指定管理者に駐車場の管理を行

わせる場合について準用する。この場合において、第３条中「市長は、駐

車場の管理上必要があると認めるときは」とあるのは「指定管理者は、駐

車上の管理上必要があると認めるときは、市長の承認を得て」と、第４

条、第６条第１項、第７条第２項、第８条第２項、第１２条、第１３条第

２項中「市長」とあるのは「指定管理者」と、第７条第１項中「市長は、

駐車場の補修その他管理上必要があると認めるときは」とあるのは「指定

管理者は、駐車場の補修その他管理上必要があると認めるときは、市長の

承認を得て」と、第１４条中「市長」とあるのは「市長及び指定管理者」

と読み替えるものとする

（利用料金）

第１７条 前条の規定により駐車場の管理を指定管理者に行わせる場合にお

いて、市長が適当と認めるときは、地方自治法第２４４条の２第８項の規



定により、指定管理者に駐車場の利用に係る料金（以下「利用料金」とい

う。）を当該指定管理者の収入として収受させることができる。

２ 第８条（第２項を除く。）から第１１条までの規定は、前項の規定によ

り利用料金を指定管理者の収入として収受させる場合（以下「利用料金制

の場合」という。）について準用する。この場合において、第８条の見出

し中「駐車料金等」とあるのは「利用料金等」と、同条第１項中「別表に

定める駐車料金」とあるのは「指定管理者が別表に定める額の範囲内で定

める利用料金」と、同条第３項中「料金」とあるのは「利用料金」と、同

条第４項中「市長が特に必要があると認めるときは」とあるのは「指定管

理者は、市長があらかじめ定めた基準に従い」と、「料金」とあるのは

「利用料金」と、第９条中「市長」とあるのは「指定管理者」と、「料

金」とあるのは「利用料金」と、第１０条の見出し中「料金」とあるのは

「利用料金」と、同条中「料金」とあるのは「利用料金」と、同条第３号

中「市長」とあるのは「指定管理者」と、第１１条の見出し中「料金」と

あるのは「利用料金」と、同条中「料金」とあるのは「利用料金」と、

「市長が特に必要と認めるときは」とあるのは「指定管理者は、市長があ

らかじめ定めた基準に従い」と、別表中「料金」とあるのは「利用料金」

と読み替えるものとする。

３ 利用料金制の場合において、指定管理者は、利用料金の額、納入方法等

について定め、又はこれらを変更しようとするときは、あらかじめ市長の

承認を受けなければならない。

（委任）

第１８条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、規則で定める日から施行する。ただし、次項の規定は、公

布の日から施行する。

（準備行為）

２ 駐車場を供用するために必要な準備行為は、この条例の施行の日前にお

いても行うことができる。



別表（第８条関係）

備考

１ この表において、繁忙期とは、駐車場に入場する日が次に掲げる日

となる日をいう。

（１）４月２９日から５月５日までの日

（２）７月第４土曜日から８月３１日までの日

（３）国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定す

る敬老の日

（４）国民の祝日に関する法律に規定する秋分の日（ただし、日曜日、

土曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日（以下「日曜日

等」という。）と連続しない場合を除く。）

（５）１２月２９日から翌年の１月３日までの日

（６）前各号に規定する日に連続する日曜日等

２ この表において、通常期とは、駐車場に入場する日が繁忙期以外の

日となる日をいう。

駐車場の名称 使用形態 料金（１台につき）

登別温泉駐車場 一般駐車 １日 通常期 ５００円

繁忙期 ８００円

１日を超えるもの １日経過ごとに一度

出場し、再度入場し

たものとみなして、

日ごとに算定した額

を合算した額とす

る。

定期駐車 １月 ６，０００円


